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■ 結果のポイント

○ 全国平均を2.0上回る。

１ 全国平均との差の経年変化

２ 領域別の結果

全国大分県国東市学習指導要領の領域

66.869.971.9(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項

52.353.653.7(2) 情報の扱い方に関する事項

---(3) 我が国の言語文化に関する事項

65.866.968.9Ａ 話すこと・聞くこと

45.745.444.1Ｂ 書くこと

65.968.575.0Ｃ 読むこと

▲ 「書くこと」は全国・県平均を下回る。
３ 観点別の結果

全国大分県国東市観点

62.064.565.8知識・技能

60.161.263.6思考・判断・表現

○ 「知識・技能」「思考・判断・表
現」共に全国・県平均を上回る。

４ 正答数度数分布
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○ 低学力層の児童の割合（正答率30％
以下）が全国平均より少ない。
○ 正答数が全国平均以上（8問以上）の
児童の割合は全国値を上回る。



令和８年度 国東市：全国学力・学習状況調査結果（小学校：国語）②

■ 課題が見られた問題と指導の改善
正答率が低かった問題

指導の改善

調査結果から見える児童の実態
 本設問の正答率は50.7％であった。今回の結果から、筋道の通った文章とな

るように、文章全体の構成や展開を考えることに課題があると考えられる。
 解答類型１は、花山さんが、調査の目的や手順、調査結果を順序立てて書い

ていると捉えており、疑問と調べて分かったこと、次の疑問を繰り返して書
いていると捉えることができなかったと考えられる。この中には、「始め」
「中」「終わり」の文章全体の構成には着目することはできていたが、花山
さんが「中」のつながりや配列をどのように意識して書いたかを捉えること
ができなかった児童がいたと考えられる。また、【花山さんの文章の一部】
のつながりや配列に着目せず、調査を報告する文章の典型例として選択した
児童がいたと考えられる。

筋道の通った文章となるように、文章全体の構成や展開を考える

具体的指導の手立て（授業づくりのアイディア）
 文章全体の筋道を整えるための「つながり」や「配列」の種類と、それぞれの効

果をあらかじめ整理しておく。
 書き手（児童）が「読み手にどのように読み進めてほしいか」という目的に応じ

た表現方法を考えられるよう指導する。
①既習の「説明的な文章」の整理・想起

これまで学習してきた説明的な文章を振り返り、どんな論の進め方があり、どのよ
うな効果があったかを具体的に整理する場面を設定する。
②展開・論の進め方が異なる複数の文章の「読み比べ」

論の進め方の異なる例文を比較・分析させることで、文章展開ごとの効果の違いを
明確に実感させる。

参考資料・リンク
「令和３年度【小学校】授業アイディア例」pp.5-6（国立教育政策研究所）

URL: https://www.nier.go.jp/jugyourei/r03/data/21p.pdf#page=6

大問２設問一【平均正答率 国東市50.7％ 大分県54.9％ 全国57.9％】
筋道の通った文章となるように、文章全体の構成や展開を考えることが

できるかどうか見る問題。

花山さんの文章の工夫を説明したものとして適切なものを選択する
1. 調査の目的や手順、調査結果も順序立てて書いている。
2. 結論を最初に述べ、それを支える事例を複数取り上げて書いている。
3. 疑問と調べて分かったこと、次の疑問をくり返して書いている。
4. 複数の事例の長所と短所を比べて書いている。
 学習指導要領における内容
〔第５学年及び第６学年〕思考力、判断力、表現力等B書くことイ筋道の
通った文章となるように、文章全体の構成や展開を考えること。
 解答類型と反応率

正答反応率（％）解答類型

30.9１と回答しているもの

8.1２と解答しているもの

◎50.7３と解答しているもの

10.3４と解答しているもの

「筋道の通った文章」とは
相手に分かりやすく伝わるよう、伝えたいこと・知らせたいことを明確にし、

首尾一貫した展開となるよう論の進め方に注意して組み立てた文章。
文章全体の構成の工夫に加え、「考えと理由・事例」「原因と結果」「疑問と

解決」などの文章全体のつながりや配列を意識して整えることが重要となる。

特徴・ねらいとする効果論の進め方のパターン
最初に結論・考えを提示し、それを支える理由や事
例を並列して提示することで、主張を明確に伝える。① 考えと理由や事例

疑問を投げかけ、それを探究・解決していくプロセ
スを順に見せることで、読み手を引き込む。② 疑問と解決

物事の背景と出来事を結び付けて説明し、事象の因
果関係を論理的かつ説得力をもって伝える。③ 原因と結果

関心を持ちやすい身近な話題から徐々に専門的・発
展的な内容へ展開し、理解を深めさせる。

④身近な話題と
目新しい話題



令和８年度 国東市：全国学力・学習状況調査結果（小学校：算数）①
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■ 結果のポイント

○ 全国平均を1.6上回る。

１ 全国平均との差の経年変化

２ 領域別の結果

全国大分県国東市学習指導要領の領域

61.162.361.2A 数と計算

55.356.558.6B 図形

78.177.980.1C 測定

41.139.135.5C 変化と関係

48.650.652.9D データの活用

▲「変化と関係」の領域は全国平均を下回る。

３ 観点別の結果

全国大分県国東市観点

60.161.161.8知識・技能

45.448.346.9思考・判断・表現

○「知識・技能」「思考・判断・表
現」共に全国平均を上回る。

４ 正答数度数分布
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○低学力層の児童の割合（正答率30％
以下）が全国・県平均より少ない。
▲正答数が全国平均以上（9問以上）の
児童の割合は全国値を下回る。



令和８年度 国東市：全国学力・学習状況調査結果（小学校：算数）②

■ 課題が見られた問題と指導の改善 指導の改善

【児童のつまずきを確認】

【学習指導のポイント】

〇学習指導に当たっては、たとえばウサギの数や広場の広さが異なるいくつかの
場面において、ウサギがいる広場の混み具合を比べる活動が考えられる。

①まず一つの数量（ウサギまたは広さ）だけでは比べることができないことから、
どちらか一方の量をそろえる必要があることに気付くことができるようにする
ことが大切である。

②次に、単位量当たりの大きさを求める式の意味について理解できるようにする。
さらには、答えの数値が表しているものが何かをはっきりさせ、その大きさから
混み具合などを判断できるようにする。

大問2(3)【平均正答率 国東市29.4％ 大分県37.2％ 全国36.1％）
単位量当たりの大きさを求める除法の式の意味を理解し、その商か

ら二つの広場のどちらの方が混んでいるかについて判断できるかどう
かをみる問題

正
答
ア・ウ(29.4%)

ア・エ(12.5%)
⇒示された式から商が１㎡当
たりのペンギンの数であるこ
とを捉えることはできている
が、商が小さいBの広場の方
が混んでいると誤って判断し
ていると考えられる

イ・ウ(28.7%)
⇒示された式から商が1羽当
たりの面積であると誤って捉
え、1羽当たりの面積を比べ
たときに商が大きいAの広場
の方が混んでいると誤って判
断していると考えられる。

イ・エ(27.2%）
⇒示された式から商が1羽当
たりの面積であると誤って捉
えたため、商が小さいBの方
が混んでいると判断している
と考えられる。

誤
答
例

●商が「1㎡当たりの羽数」を表すか「1羽当たりの面積」を表すかを正
しく理解できておらず、商の数値が大きいほど混んでいる（あるいは小
さいほど混んでいる）と誤って捉えている。

二つの数量関係に着目し、異種の二つの量の割合として捉えられる数量
の関係について考察できるようにすることが重要である。

※混み具合が変わらないようにするためには、面積を2倍・3倍（また
は÷2・÷３）しなければならないことを、図や数直線を用いて理解
できるようにする。１あたりを求めるときも、図や数直線を用いて説
明できるようにすることが大切である。

問題



令和８年度 国東市：全国学力・学習状況調査結果（中学校：国語）①
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■ 結果のポイント

▲ 全国平均を1.９下回る。

１ 全国平均との差の経年変化

２ 領域別の結果

全国大分県国東市学習指導要領の領域

63.062.361.1(1)言葉の特徴や使い方に関する事項

70.458.367.1(2)情報の扱い方に関する事項

63.964.164.6A 話すこと・書くこと

67.467.066.5B 書くこと

59.760.055.5C 読むこと

▲ 「話すこと・書くこと」以外は全国平均を下回る。

３ 観点別の結果

全国大分県国東市観点

64.263.362.1知識・技能

63.763.762.2思考・判断・表現

▲「知識・技能」「思考・判断・表
現」共に全国・県平均を下回る。

４ 正答数度数分布
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▲低学力層の児童の割合（正答率30％
以下）が全国・県平均より多い。
▲正答数が全国平均以上（9問以上）の
児童の割合は全国値を下回る。



令和８年度 国東市：全国学力・学習状況調査結果（小学校：国語）②

■ 課題が見られた問題と指導の改善

正答率が低かった（無回答率が高かった）問題

指導の改善

大問４設問二 【平均正答率 国東市 29.9% 大分県33.0% 全国35.2%】
【無回答率 国東市 20.7% 大分県21.9% 全国19.8%】

語句の辞書的な意味を踏まえ、文脈上の意味を捉えることができるかどうか
をみる

【分析】
問題設定

文章中の傍線部「ほうふつとさせる」を理解するために、国語辞典の「ほうふ
つ」を調べた。「ほうふつ」の意味は①②とある。
さらに、同じような内容を表す別の表現を探し書き抜く。

【生徒の回答】
×「ありありと」
〇「ありありと映し出している」

【生徒の思考と課題】
意味①「はっきり」の意味の一部分だけを捉えて、「ほうふつとさせる」全体の意
味まで把握できず全てを抜き出せていない。

→言葉全体としてとらえる力の不足。
語句の辞書的な意味を踏まえ、文脈上の意味を捉える力の不足。

【指導にあたって】

語彙を豊かにする活動を意識的に取り入れる
＊全国と大きく正答率が開いている

①国語辞典の日常的な活用を行う。
・国語辞典の基本構成の確認（小学校での既習事項）
・国語辞典で意味の確認だけでなく、用法や例文、類義語や対義語に注目させ広げ

る。

②文章を読み取る際の指導を「全体構造と内容の把握」「語句の役割や他
の語句との関係」など意識して切り口を変えながら行う。

③文法事項を含めた言葉の特徴や使い方に関する事項を帯時間に入れる。



令和８年度 国東市：全国学力・学習状況調査結果（中学校：数学）①
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■ 結果のポイント

▲ 全国平均を0.6下回る。

１ 全国平均との差の経年変化

２ 領域別の結果

全国大分県国東市学習指導要領の領域

67.865.466.2A 数と式

48.743.537.7B 図形

54.855.256.1C 関数

53.552.855.9D データの活用

▲ 「数と式」「図形」の領域は全国平均を下回る。特に
図形領域に課題が見られる。

３ 観点別の結果

全国大分県国東市観点

63.061.060.8知識・技能

39.136.536.1思考・判断・表現

▲ 「知識・技能」「思考・判断・表
現」共に全国・県平均を下回る。

４ 正答数度数分布
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○ 低学力層の生徒の割合（正答率30％
以下）が全国平均より少ない。
▲度数分布から、学力差が広がっている
ことがうかがえる。



令和８年度 国東市：全国学力・学習状況調査結果（中学校：数学）②

■ 課題が見られた問題と指導の改善

正答率の最も低かった問題

指導の改善

具体的な事象を基に、証明する事柄の仮定を見い出すことができるかどうかをみる。

【正答】
Ⅰ オ Ⅱ ア
【正答率】
全国 ３７．１％
国東市 ２５．６％

１．指導のポイント
・与えられた条件や示された図から証明する事

柄の「仮定」と「結論」を明らかにし、数学
的に表現できるようにする。

２．授業の展開例
①作図によって示したい角（∠COD=∠COQ）
を結論として見い出す。

②操作から直接導かれる条件を数学的記号を用
いて表現する。
・操作①「垂線をひく」 → 仮定 OX⊥CD
・操作②「等しい長さの点をとる」

→ 仮定 CD=CQ

③「OX⊥CD，CD=CQ ならば ∠COD=∠COQ 
である」という仮定と結論を明確にした形で整
理する。



令和８年度 国東市：全国学力・学習状況調査結果（中学校：英語）①

■ 結果のポイント

▲ 全国の平均IRTスコアを22ポイント下回る。

１ 全国平均との差（経年変化：IRTスコア）

２ 領域別の結果（公開問題のみ）

全国大分県国東市学習指導要領の領域

62.859.059.1聞くこと

60.057.556.4読むこと

43.139.843.1書くこと

---話すこと

▲ 「聞くこと」「読むこと」の領域は全国平均を下回る。

３ 観点別の結果（公開問題のみ）

全国大分県国東市観点

59.857.459.5知識・技能

52.849.349.9思考・判断・表現

▲「知識・技能」「思考・判断・表現」
共に全国平均を下回る。

４ IRTバンド分布グラフ
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▲ IRTバンド3以上の生徒の割合が全国
平均を下回る。
※IRTバンドは、IRTスコアを1～5の5段
階に区切ったもので、3が基準である。

平均IRTスコア

４７８国東市

４８４大分県

４９９全国



令和８年度 国東市：全国学力・学習状況調査結果（中学校：英語）②

■ 課題が見られた問題と指導の改善

正答率が低かった問題

指導の改善

大問７【平均正答率 国東市55.6％ 大分県67.8％ 全国72.4％】▼16.8P ＊全国との差が最も大きい
【出題の趣旨】日常的な話題について、目的に応じて、必要な情報を読み取ることができるかどう
かをみる

正答率は55.6％である。誕生日パーティーに関するメールを読
み、最も適切な時刻を選択する本問では、日常的な話題につい
て、目的に応じて、必要な情報を読み取ることができている。
誤答の中では解答類型2の反応率が25.9％と高い。 “Please 
come at 10:30 a.m. to prepare the games.”の文の意味が理解で
きていなかったり、“If you can help, please read the 
information below. Please come at 10:00 a.m. to cook for the 
party.” を読み飛ばしてしまったりしている可能性が考えられる。
また、問題文にある「料理をするのを手伝います。」という重
要な文言を意識できていない可能性もある。

全国大分
県

国東
市正答回答

類型

72.467.855.6◎１

7.810.025.9２

13.015.311.1３

6.76.97.4４

1. コミュニケーションを行う目的を明確にし、どのような情報を読み取
らなくてはならないかを把握させる

目的に応じて、複数の情報が含まれる文章から必要な情報を読み取る言
語活動を行うに当たっては、コミュニケーションを行う目的や場面、状況
などを明確にし、どのような情報を読み取らなければならないかを把握さ
せることが重要である。書かれていることの全てを読み取ろうとするので
はなく、複数の情報から、自分にとって必要な情報とそうでない情報を区
別して読み取る必要がある。

言語活動を行うに当たっては、日常的な話題に関して、実際に英語が話
される状況に近い場面を設定するなど、生徒自身がコミュニケーションを
行う目的や場面、状況などを把握し、情報を得たいと考えるようなものを
教材とするなどの工夫をすることも大切である。

2. 自分にとって必要な情報に関連する語句や表現に着目して読ませる

自分にとって必要な情報は何か、何を読み取らなければならないかを明
確にした上で、必要な情報に関連する語句や表現に着目して読むように指
導することが大切である。

英語７においては、誕生日パーティーで料理をするのを手伝うために情
報を得るというコミュニケーションを行う目的に応じて、“If you can help, 
…” “cook …” “Please come at …” といった語句や表現に着目させ、文章
を読んで必要な情報を読み取るように指導することが考えられる。

関連する語句や表現については、ペアやグループ、学級全体で共有し、
その後、関連する表現に着目して文章を読み、必要な情報とそうでない情
報を判断しながら読むことができるように指導することも考えられる。

《言語活動の例》

• 広告や予定表、手紙、電子メール、短い文章などから、自分が必要と
する情報を読み取る活動

• 取扱説明書から必要としている説明を読み取る活動
• スポーツクラブの複数のパンフレットを読み、自分が通うことのでき

る曜日に自分が体験したいスポーツを実施しているクラブはどれなの
かを探す活動



令和８年度
全国学力・学習状況調査の結果について

国東市教育委員会

学校教育課



中学校小学校

英語数学国語算数国語

49957.063.956.460.9全国

48455645863大分県

47855625865国東市

-21-2-1.9+1.6+4.1全国との差

-60-20+2
大分県との

差

正答率（％）

2
は全国平均を上回った教科

令和８年度 全国学力・学習状況調査 結果の概要

※（中）英語はIRTスコア
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（ポイント）

R08R07R06R05R04R03R01

23.243.85.44.30.2国語

1.6361.53.81.82.4算数

44.7理科

（小学校）国東市と全国との正答率の差の推移
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（ポイント）

R08R07R06R05R04R03R01

-1.90.72-0.812.43.2国語

-20.761-0.4-2.20.2数学

（17）-1.3理科

（-21）-7.61英語

（中学校）国東市と全国との正答率の差の推移

※R6以降、英語理科はIRTスコアとなったためグラフには表示していない
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全国大分県国東市小学校

8.7（7.7）7.1（5.6）7.3（3.1）国語

15.4（20.1）12.2（17.7）6.6（12.2）算数

（％）

※（ ）内はR7年度の値

（小学校）正答率が３割以下の児童の割合
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全国大分県国東市中学校

8.6（14）9.2（15.7）10.9（15.3）国語

19.4（39.6）22.5（44.5）20.8（37.5）数学

32.937.936.2英語

（％）

※英語はIRTバンド１・２の割合の合計 （ ）内はR7年度の値

（中学校）正答率が３割以下の生徒の割合
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（％）

（小学校）「教科等の勉強が好きですか」に対する肯定的な回答の割合



52.9

58.2

38.2

63

55.2
52.8

57.2 56.1

51.2

0

10

20

30

40

50

60

70

国語 数学 英語

国東市 大分県 全国
8

（％）

（中学校）「教科等の勉強が好きですか」に対する肯定的な回答の割合
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正答率×「学習意欲・主体性」のクロス分析①
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課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか
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正答率×「学習意欲・主体性」のクロス分析②
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正答率×「学習意欲・主体性」のクロス分析③
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総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表するなど
の学習活動に取り組んでいますか
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正答率×「ICT活用」のクロス分析

（小学校）あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器で文章を作成する（文字、コメントを書くなど）ことができると思いますか

（中学校）あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器を使って学校のプレゼンテーション（発表のスライド）を作成することができると思いますか
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全国学力・学習状況調査の結果から

① 各教科の正答率の状況
• 小学校はすべての教科で全国の平均正答率を上回っている。
• 中学校はすべての教科で全国の平均正答率を下回っている。（英語はIRTスコア）
• 昨年度と比較すると、すべての教科で全国の平均正答率との差は小さくなっている。
 組織的な授業改善の成果は着実に表れている。継続して取り組んでいくことが重要である。
 昨年度の国東市学力調査との比較において成果が見られている。調査結果の分析に加え、

改善のための取組を丁寧に進めることが伺える。

② 正答率３割未満の児童・生徒の割合
• 小・中学校ともにほとんどの教科で、全国の出現率より高い傾向にある。
• 昨年度と比較すると、出現率が減少している教科が多い。
 授業改善の重点Point ５「評価規準に達しない（達しそうにない）児童生徒に対する個別

の指導」を意識した授業改善が進んでいると捉えられる。
 しかし、全国調査においては、県または全国より高い傾向にあるので、より一層推進して

いく必要がある。
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全国学力・学習状況調査の結果から

③ 各教科の愛好度
• 小学校はすべての教科で県・全国の値を上回っている。
• 中学校では、数学が県・全国の値を上回っている。特に英語の愛好度が低い。
 「わかった・できた」が実感できる「楽しくて力の付く授業」づくりに取り組む。
 「わかる」から「好き」へつながる「主体的・対話的な授業」をめざす。

• 「楽しくて力の付く授業づくり」（新大分スタンダードR8改訂版）
• 国東市授業改善の取組の重点＋Point A「子どもの思いや考えが聞こえる振り返り」

④ ICTの活用
• 正答率との相関関係は、「ICTを自信をもって使うことができる」「ICTを学びに活用して

いる」等の項目に強く見られている。
 引き続き、ICTの積極的な活用を進めるとともに、「何のためにICTを使うか」「どのよ

うな場面で使うか」「どのように使うか」などの視点から、効果的な活用のあり方を考
えていく。


